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 １０月
がつ

になって、秋
あき

の深
ふか

まりを感
かん

じるようになりました。実
みの

りの多
おお

いこの季節
き せ つ

は、お米
こめ

や果物
くだもの

など農作物
のうさくぶつ

の収穫
しゅうかく

がめじろおしで、おいしい食
た

べ物
もの

が豊富
ほ う ふ

に出回
で ま わ

ります。よく食
た

べ、よく運動
うんどう

をし、十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

をとって、心
こころ

も体
からだ

もすこやかに過
す

ごしましょう。 

食品
しょくひん

ロス
ろ す

は身近
み ぢ か

な問題
もんだい

です 

小原田
し ょ う は ら だ

小学校
しょうがっこう

の給食
きゅうしょく

の残食
ざんしょく

について考
かんが

えてみましょう！ 

 一人一人
ひ と り ひ と り

で見
み

るとわずかな量
りょう

かもしれませんが、全
ぜん

クラスの給 食
きゅうしょく

の残食
ざんしょく

を集
あつ

める

と、小原田
こ は ら だ

小学校
しょうがっこう

では毎日
まいにち

多
おお

くの食
た

べものを捨
す

てています。小原田
こ は ら だ

小学校
しょうがっこう

ではとくに

「ごはん（麦
むぎ

ごはんや混
ま

ぜごはんも含
ふく

む）」の残量
ざんりょう

が多
おお

いです。小原田
こ は ら だ

小
しょう

学校
がっこう

の９月
がつ

の

「ごはん」の残量
ざんりょう

は１日
にち

平均
へいきん

12.7Kg で、毎回
まいかい

中学年
ちゅうがくねん

３クラス分
ぶん

のごはんを捨
す

てていた

計算
けいさん

になります。ごはんのほかに主
しゅ

菜
さい

(肉
にく

や魚
さかな

のおかず)、副菜
ふくさい

(野菜
や さ い

のおかず)、汁物
しるもの

(み

そ汁
しる

、スープ)、牛 乳
ぎゅうにゅう

の残
ざん

食
しょく

を合
あ

わせるとさらに多
おお

くの食
た

べものが捨
す

てられています。 

 給 食
きゅうしょく

はみなさんの成長
せいちょう

を支
ささ

える大切
たいせつ

な食事
しょくじ

で、調理員
ちょうりいん

さんが心
こころ

を込
こ

めて作
つく

っていま

す。その日
ひ

の体調
たいちょう

や苦手
に が て

な献立
こんだて

など給 食
きゅうしょく

を残
のこ

す理由
り ゆ う

は人
ひと

それぞれあると思
おも

いますが、

一人一人
ひ と り ひ と り

が、残食
ざんしょく

が少
すく

なくなるように心
こころ

がけて給 食
きゅうしょく

を食
た

べるようにしましょう。小
ちい

さ

な心
こころ

がけが残食
ざんしょく

を減
へ

らし、みなさんの体
からだ

の成長
せいちょう

にもつながります。 

毎回
まいかい

約
やく

12.7Kg ＝ ３クラス分
ぶん

のごはんが捨
す

てられています！ 

～ 残食
ざんしょく

を減
へ

らすためにわたしたちにできること ～ 

☆彡 配膳
はいぜん

の時
とき

にできるだけ盛
も

りきる。 

☆彡 量
りょう

が多
おお

く食
た

べられない場合
ば あ い

や苦手
に が て

なものが出
で

てどうしても減
へ

らし 

たいときは、食
た

べ始
はじ

める前
まえ

に減
へ

らす。（一口
ひとくち

は食
た

べてみる） 

☆彡 給 食
きゅうしょく

の限
かぎ

られた時間
じ か ん

の中
なか

で食
た

べきれるように、おしゃべりはほど 

ほどに。食
た

べることに 集 中
しゅうちゅう

しよう！ 

１０月のたべもの○
まる

×
ばつ

クイズ 
 新米

しんまい

のおいしい季節
き せ つ

になりました。米
こめ

は日本人
にほんじん

の

食生活
しょくせいかつ

に欠
か

かせない食
た

べ物
もの

の１つです。 

さて、日本
に ほ ん

は世界一
せかいいち

の米
こめ

の生産
せいさん

国
こく

である。〇
まる

か×
ばつ

か。 

 答
こた

え：× 

 米
こめ

の生産量
せいさんりょう

は中国
ちゅうごく

が世界一
せかいいち

です。次
つぎ

に多
おお

いのはインド、バングラディシュの順
じゅん

で、日本
にほん

は１２番目
ばんめ

になります。 

 

 私
わたし

たちは食
た

べ物
もの

を食
た

べ、生
い

きていくために必要
ひつよう

な成分
せいぶん

を体
からだ

の中
なか

に取
と

り入
い

れています。

その成分
せいぶん

を「栄養素
えいようそ

」といい、体
からだ

をつくったり、エネルギーにしたり、体
からだ

の調子
ちょうし

を整
ととの

え

たりするために栄養素
えいようそ

を利用
り よ う

しています。 

 献立表
こんだてひょう

で示
しめ

している赤
あか

・黄
き

・緑
みどり

の食品
しょくひん

の３つのグループは、それぞれの食品
しょくひん

に多
おお

く

含
ふく

まれて主
おも

にはたらく栄養素
えいようそ

によって分
わ

けられたものです。 

 赤
あか

のグループの食品
しょくひん

は主
おも

に血
ち

や肉
にく

や骨
ほね

をつくるもと

になります。黄
き

のグループの食品
しょくひん

は主
おも

にエネルギーの

もとになります。 緑
みどり

のグループの食品
しょくひん

は主
おも

に 体
からだ

の

調子
ちょうし

を整
ととの

えるはたらきがあります。体
からだ

の調子
ちょうし

を整
ととの

え

るとは、例
たと

えば赤
あか

のグループの栄養素
えいようそ

が体
からだ

に吸 収
きゅうしゅう

さ

れるのを助
たす

けたり、黄
き

のグループの栄養素
えいようそ

がエネルギー

の変
か

わるのを助
たす

けたり、お通
つう

じをよくしたりするという

ことです。 

私
わたし

たちが健康
けんこう

に生
い

きていくためには、赤
あか

・黄
き

・緑
みどり

の

食品
しょくひん

をまんべんなく必要
ひつよう

な量
りょう

を食
た

べることが大切
たいせつ

で

す。どれか１つのグループをたくさん食
た

べたり、反対
はんたい

に

食
た

べなかったりしてはいけません。食事
しょくじ

をするときに

は、３つのグループからいろいろな食品
しょくひん

を組
く

み合
あ

わせ

て食
た

べるようにすると必要
ひつよう

な栄養素
えいようそ

を偏
かたよ

りなくとるこ

とができます。 

 

しょくひん     えいようそ 


